
京都大学・人文科学研究所・名誉教授

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

１４３０１

基盤研究(A)（一般）

2017～2013

中国典籍日本古写本の研究

A Study on the Ancient Japanese Manuscripts of Chinese Classical Books

６０１５０２４９研究者番号：

高田　時雄（TAKATA, TOKIO）

研究期間：

２５２４４０１５

年 月 日現在３０   ９   ３

円    26,200,000

研究成果の概要（和文）：日本に伝存する古写本テキストは多くが隋唐期の写本に由来するものであり、かつ敦
煌吐魯番写本がほとんど断簡であるのに比べ、しばしば完帙を伝えている点において大きな意義を有する。中国
学の観点から、あたう限り中国古典籍の日本古写本を洗い出し、その所在、書写年代、伝承過程、形態、景印本
の有無、先行研究などについて詳細な写本学的研究を行うとともに、本古写本に関する情報を統一的に整理し、
中国典籍のテキスト研究に対して日本発信の権威ある目録を提示する。

研究成果の概要（英文）：The Chinese texts of the manuscripts handed down in Japan have their origin 
in Sui-Tang period. It is important to point out that the Japanese old manuscripts often preserve 
the whole contents in comparison with the Dunhuang and Turfan fragments. An attempt is made in this 
project to dig up as many old manuscripts as possible of the Chinese texts and to conduct a 
scientific research on the dates, process of transmission, physical form, paper, presence of 
facsimile editions, previous works, etc. of the manuscripts. After putting the manuscripts into 
order, an authentic catalogue of the old Japanese manuscripts of the Chinese texts will be presented
 from Japan.
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１．研究開始当初の背景 
約 100 年前に敦煌写本が発見されたと
き、先ず学者の注目を集めたのはいわゆ
る古佚書であった。中国では早くに滅ん
でしまった書物が、当時の写本のすがた
で出現した驚きは容易に想像される。ま
た宋元の古槧が残り、書物としては滅ん
でいなくても、写本時代の古態を留め、
テキストにも大きな異同のある写本が現
れたことも、大きな衝撃であった。そも
そも中国には版本学は存在しても、写本
学といった古代の同時代テキストを扱う
学問が存在していなかった。ポール・ペ
リオが敦煌蔵經洞で自ら選りすぐって古
代の写本群を持ち帰ったのには、まさに
中国学の領域に同時代写本に基づく新し
い研究領域を開拓しようとする極めて野
心的な意図が込められていたのである。 

日本国内でも、江戸末期に狩谷棭齋た
ち考証学派を中心に日本古写本に対する
興味が次第に高まりつつあった。やはり
古いテキストを保存している点が注目さ
れたのである。かれらの研究の集大成で
ある『經籍訪古志』には、その時点で知
られた数多くの古写本が収録されている。
また幕末から明治にかけての鵜飼徹定に
よる古経研究もこの学問動向を反映する
ものであった。明治末に京都に文科大学
が設置されると、内藤虎次郎や狩野直喜
などのいわゆる敦煌派の学者が、革命の
難を避けて来日した羅振玉等と共同して、
積極的に敦煌写本、日本古写本の研究を
開始した。『京都帝国大学文学部景印旧
鈔本』全 10 集（1922-1944）の刊行はそ
の成果である。 
 日本・中国、さらには欧米の学者たち
の努力によって、今日、敦煌写本や日本
古写本が、個別の中国古典テキストを研
究する際にかならず参照すべき最重要資
料であるという認識は、次第に共有され
るようになってきている。事実、経・史・
子・集の各方面における個別研究では、
すこぶる多くの業績が発表され、中国に
おいても、日本古写本への注目は近年、
非常な高まりを見せている。厳紹盪 『日
藏漢籍善本書録』三大冊（2007）は、日
本所蔵の中国古典籍善本目録として最新
の業績で、評価も高い。そこには古写本
も収録されてはいるが、数量的に不十分
であり、書誌情報も他の文献による間接
的なものが多いように見受けられる。日
本古写本の学術的重要性に鑑み、古写本
に特化した中国典籍の総合目録の編纂は、
日本の中国学界に与えられた重要な使命
であるとともに、今日の研究動向を勘案
すると、時宜に叶った試みと言うべきで
ある。 
 
２．研究の目的 
中国では印刷術が早くに発展したため、

いわゆる宋元版が最良のテキストとして
尊重され、そのテキストを中心に学術が
伝承されてきた。しかしながら 20世紀初
頭、敦煌吐魯番写本が発見されるに及ん
で、写本時代のテキストは宋元版とはか
なり大きな相違のあることが次第に分か
ってきた。一方、日本に伝存する平安・
鎌倉時代の古写本テキストは多くが隋唐
期の写本に由来するものであり、かつ敦
煌吐魯番写本がほとんど断簡であるのに
比べ、しばしば完帙を伝えている点にお
いて大きな意義を有する。これまで日本
古写本は、そこに付される訓点などにつ
き国語学等の研究材料として取り上げら
れることはあっても、中国典籍のテキス
ト研究としては必ずしも十分な配慮がな
されてはこなかった。そこで本研究では、
以下の 3 点に主眼を置き研究を進めるも
のとする。 
一、中国学の観点から、あたう限り中国
古典籍の日本古写本を洗い出し、その所
在、書写年代、伝承過程、形態、景印本
の有無、先行研究などについて詳細な写
本学的研究を行う。 
二、日本古写本と宋元版（または明版）
に基づく現行テキスト及び敦煌吐魯番写
本との比較研究を行う。 
三、その上で日本古写本に関する情報を
統一的に整理し、中国典籍のテキスト研
究に対して日本発信の権威ある目録を提
示する。 
 
３．研究の方法 
まず日本古写本の所在を明らかにする
必要があるが、先ず公的機関所蔵の写本
に対して網羅的な調査を行う。寺社の所
蔵や個人所蔵の写本は、博物館に寄託さ
れているものも多く、先ずこれらを調査
し、その他の写本についても博物館を通
じ、文化庁の協力も得ながら、出来る限
りの調査を行うこととする。同時に古写
本の伝承過程についても詳しく調査する
予定である。『群書治要』は金沢文庫本が
有名であるが、それに加えて第二次大戦
後、九条家本が出現したというような事
例があり、数年前に『原本玉篇』写本の
うち長く行方不明であった福井崇蘭館本
が再発見され、またごく最近に三井文庫
からこれまで知られなかった金沢文庫本
『白氏文集』が二巻出現したというよう
なことがある。こういった最新の発見品
にも注意を払いたい。 
また明治以降に海外へ流出した古写本
も総合する必要がある。楊守敬が森立之
等から譲り受け、現在台湾の故宮博物院
に所蔵されるものが最大の收集であるが、
中国では北京大学図書館に帰した李盛鐸
旧蔵日本古写本も重要である。また欧米
では、現在大英図書館やケンブリッジに
所蔵されるアーネスト・サトウ（Ernest 



Satow）やアストン（W.G.Aston）の旧蔵
書にも古写本が含まれるほか、アメリカ
の議会図書館、ハーバード、プリンスト
ン大学などにも日本古写中国典籍の所蔵
がある。こういった海外の日本古写本に
ついても是非総合したい。高田はヨーロ
ッパ所蔵の中国文献についてやや詳しい
知識を有し、ここ数年来、内外の大学（北
京大学、関西大学）で研究生に対し講義
を行い、欧米の図書館にも人的ネットワ
ークを持つため、調査上の便宜は大きい。 
時代的にも重なる敦煌吐魯番写本との
比較は、日本古写本の学術的価値を測定
する上で、重要な意味を持つ。とくに敦
煌吐魯番写本及び日本古写本の両者に存
在するテキストについては、その系統に
ついて詳しい比較研究を行うこととする。
この課題は、本研究の参加者の多くが敦
煌吐魯番学を専門とし、研究資源も豊富
に準備されているため、效果的な遂行が
期待される。 
取り扱う典籍の範囲としては、あくま
で典籍が中心であり、文書の類は扱わな
い。ただし『三蔵法師表啓』や『不空三
蔵表制集』などは書物として扱い、これ
らを研究の対象とする。また経律論など
のいわゆる仏典は原則として取り扱わな
いが、高僧伝や西域記などの「史伝部」
に属する典籍はこれを含めることとする。
わが寛平年間（889-898）に藤原佐世の撰
述した『日本国見在書目』にもこれらの
書を収録していることを考えると、この
範囲は妥当なものと考えられる。 
 
４．研究成果 
国内の古写本所蔵調査については、東
京国立博物館、京都国立博物館（上野家
寄託写本を含む）、九州国立博物館、宮内
庁書陵部、京都大学附属図書館（清家文
庫を含む）、慶應義塾大学図書館、同斯道
文庫、同志社大学、石川武美記念図書館、
愛知県豊田市郷土資料館（猿投神社所蔵
漢籍）、秋田県中央図書館、愛知県一宮市
木村家などの写本を調査し、写本学的デ
ータを収集した。 
 また国外に流出した写本或いは関連文
献について、台湾故宮博物院、韓国東国
大学校、中国湖北省博物館、旅順博物館、
大連図書館、南京大学などで、調査を行
った。 
 国内外の調査の結果得られた知見は、
論文や学会発表のかたちで公刊した。論
文は『敦煌寫本研究年報』ほか内外の雑
誌に公刊し、下掲の雜誌論文の項目には
関連度の高いものにつき 27件を掲げて
おいた。中国各地で行われた関連する国
際学会、またプリンストン大学及びロシ
ア科学アカデミーなど欧米で開催された
国際学会にも積極的に参加し、多数の研
究発表を行った。発表題目は下掲の学会

発表の項目を参照されたい。 
 国内外でワークショップやシンポジウ
ムを主催した。2014年 1月 15日には東
京国立博物館黑田記念館において「中国
典籍日本古写本の現在」と題するワーク
ショップを、また 2015年 1月 29日～30
日には京都大学人文科学研究所において
「敦煌学国際学術研討会・京都 2015」を
開催した。前者の内容は「中国典籍日本
古写本の研究 Newsletter」第 1号に掲載さ
れ、後者についは、発表論文すべてが『敦
煌寫本研究年報』第 10号（二分冊、2016
年 3月）に收録されている。さらに 2017
年 12月 3日には中国上海の復旦大学にお
いて、研究代表者、分担者の全員が参加
して日本所蔵中国典籍古写本に関する連
続講演会を行った。これらの講演内容は
要旨が Newsletterの第 4号に掲載されて
いる。なお Newsletterは
http://www.zinbun.kyoto-u.ac.jp/~takata/Kak
en/index.htmlで、『敦煌寫本研究年報』の
バックナンバーすべては
http://www.zinbun.kyoto-u.ac.jp/~takata/chu
seishahon.htmlで閲覧できる。 
 当初、日本に所蔵される中国典籍古写
本の目録公刊を目指したが、冊子体の目
録としてはなお実現できていない。しか
し「中国典籍日本古写本データベース」
（β版）を公開できたことは、一定の成
果と考えている。
http://www.zinbun.kyoto-u.ac.jp/~takata/Kak
en/takatadb 
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